
（様式３） 

会議の開催結果について 

 
 
 
 １ 会議名  第２回寺ケ池公園リニューアル事業検討委員会 

 

 ２ 開催日時 
 令和８年３月１３日（金）午後３時から 

 ３ 開催場所  ８０２会議室 

 

 

 

 

 ４ 会議の概要 
 別紙会議要旨のとおり 

 ５ 公開・非公開の別 

       （理由）  公開 

 ６ 傍聴人数  ０名 

 ７ 問い合わせ先  （担当課名）成長戦略局 成長戦略部 

まちのハード戦略室 まちデザイン課 

                  （内線 ４４３） 

 

 

 ８ その他 

 

 

＊同一の会議が１週間以内に複数回開催された場合は、まとめて記入できるものとする。 
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第 2回河内長野市寺ケ池公園リニューアル事業検討委員会 会議要旨 

 

〇開催日時  

令和 8年 3月 13日（木）午後 3時から午後 5時  

〇開催場所  

河内長野市役所 802 会議室 

〇出席者  

加我委員、長瀬委員、巽委員、江川委員、皆田委員、須田委員、奥開委員、野村委員、木

ノ下委員、西口委員、赤松委員（欠席）、森委員（欠席） 

〇傍聴者  

0名  

〇会議要旨  

事務局において、公園全体の植栽景観設計の説明を行った。 

（資料本編 p1-14、参考資料 2,3） 

委員より、次のとおり意見があった。  

 【公園全体の植栽景観設計について】 

・ 寺ケ池の眺望確保のために樹木の伐採箇所を増やすべきではないか。 

⇒樹木を過度に伐採すると、寺ケ池を眺めた際に背景となる対岸の樹林地とのバ

ランスが損なわれるため、対岸も含めた景観全体を考慮して検討している。（事

務局） 

・ 剪定しても数年後に再び樹木が繁茂し、眺望が失われるのではないか。 

⇒剪定後の維持管理については、維持管理方針を策定し、指定管理者と協力して

効率的に植栽景観を維持していく予定である。（事務局） 

 【防犯・安全対策について】 

・ 樹木の根上がりによる園路の変形について、現況を踏まえ安全管理を検討いただ

きたい。 

・ 園路の一部が通学路にもなっていることを踏まえ、既存の照明位置も考慮しつ

つ、植栽による死角を解消し、女性や子どもが安心して利用できると良い。 
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・ 転落防止柵や縁石などの工作物については、安全性だけでなく周辺の景観にも配

慮した色調や形状となると良い。 

・ 寺ケ池周辺の転落防止柵については、釣り客の侵入等の課題も踏まえて、柵の設

置位置や高さ等を検討していただきたい。 

 

事務局において、四季の広場周辺基本設計の説明を行った。 

（資料本編 p15-24、参考資料 4,5） 

委員より、次のとおり意見があった。  

  

 【防犯・安全対策について】 

・ 子どもたちの安全確保のために、遊具広場周辺にフェンスを設置する方法も考え

られる。 

【水景施設について】 

・ 水遊び場については、維持管理費の抑制を前提に、季節限定利用や簡易的な水景

施設とすることが望ましい。 

・ 駐車場から水景施設の視線対策など、安全面にも配慮してほしい。 

 【手洗い場について】 

・ 水景施設を設ける場合、近くに更衣室や手洗い場が必要ではないか。 

・ 手洗い場の場所については、子どもの行動範囲を考慮して検討していただきた

い。 

 【トイレについて】 

・ ビオトープまでの遊び利用を想定しているのであれば、わんぱくゾーンの中間地

点にトイレがあった方が良いかもしれない。 

 【ベンチについて】 

・ わんぱくゾーン内の芝生広場や遊具広場に設置するベンチについては、座った際

の景観にも配慮して検討されると良い。 

 【利活用・にぎわい創出について】 

・ 提案されているように、日常利用とイベント利用を組み合わせ、平日・休日を通
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じて利用される公園になると良い。 

・ 女性や子どものニーズを踏まえた公園であってほしい。 

 【駐車場・アクセスについて】 

・ 団体利用やバス対応、時間帯による使い分けについても配慮していただきたい。 

・ 主園路からの見え方や利用動線にも考慮された駐車場になると良い。 

 【植栽について】 

・ 遊具広場周辺のユリノキについては、緩衝帯とならないよう、樹木間隔を確保

し、視線の抜けを意識して配植していただきたい。 

・ 新植する桜の品種については、開花時期が長い品種を基準に選定してはどうか。 

【その他】 

・ 犬の散歩利用が多いため、管理面の課題はあるもののドッグゾーンの整備につい

ても検討の余地がある。 

〇今後の予定 

・ 来年度も実施設計等の進捗状況に応じて、委員会を開催する予定である。 

以上 



第２回  

河内長野市寺ケ池公園リニューアル事業検討委員会 

 
    日時：令和８年３月１３日（金）１５：００～１７：００ 

    場所：河内長野市役所 ８０２会議室 

 

議 事 次 第 

１． 議 事 

１．公園全体の植栽景観設計 

（１）空間ゾーニングと課題の整理について 

（２）ゾーン別の植栽整備方針について 

≪質疑応答≫ 

２．四季の広場周辺基本設計 

（１）ゾーニングについて 

（２）市民意向調査（WS・社会実験）について 

（３）基本設計図について 

（４）各ゾーンの設計方針について 

（５）植栽計画について 

≪質疑応答≫ 

 

２． その他 

 

《配布資料》 

  参考資料１ 第１回河内長野市寺ケ池公園リニューアル事業検討委員会 会議要旨 

  参考資料２ 樹木調査写真集 

  参考資料３ 樹木分布図 

  参考資料４ 市民意向調査について 

  参考資料５ 四季の広場_樹種検討資料 



 
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

                                                                                令和 8 年 3 月 13 日（金） 

 

第２回河内長野市寺ケ池公園リニューアル事業検討委員会 

 資料 

＜ 目次 ＞ 
1. 植栽景観設計 

1.1 空間ゾーニングと課題の整理について 
1.2 ゾーン別の植栽整備方針について 
 

2. 四季の広場周辺基本設計 
2.1 ゾーニングについて 
2.2 市民意向調査（WS・社会実験）について 
2.3 基本設計図について 
2.4 各ゾーンの設計方針について 
2.5 植栽計画について 

 
【参考資料-1】第１回河内長野市寺ケ池公園 

リニューアル事業検討委員会 会議要旨 
【参考資料-2】樹木調査写真集 
【参考資料-3】植栽分布図  
【参考資料-4】市民意向調査について 
【参考資料-5】四季の広場_樹種検討資料 
 

山鳥坂ダム整備イメージ図 

河内長野市 成長戦略局 成長戦略部 まちのハード戦略室 まちデザイン課 
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1． 植栽景観設計 
1.1 空間ゾーニングと課題の整理について 

 

 

 

 

 

 

  

■現況樹木調査 

 植栽景観設計を検討するにあたりまず公園全域について、現況の樹木調査を実施し、樹種、規格、活力度等を把握した。 

 合せて、根上がりなど動線阻害要因となっている樹木や、寺ケ池への眺望等景観を阻害している樹木についても整理した。 

■空間ゾーニングと課題の整理  

 現地調査の結果をもとに、樹種や景観形成のまとまりに応じて、ゾーニングをおこなった。 

 ゾーンごとに植栽および景観に関する課題を整理した。 
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1.2 ゾーン別の植栽整備⽅針について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ゾーン別の詳細な現状把握と対応整備方針 

ゾーンごとに景観上重要な箇所についてより詳細な現状把握を行い、整理した。 

現状の課題に対する植栽整備方針について検討した。 

■眺望箇所における植栽景観検討  

景観上、主要な眺望場所となりうる箇所を抽出した。 

各眺望場所における植栽の整備方針について整理した。 



7 

 

 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

  

眺望場１ 

現況：：展望所からほとんど寺ケ池が見えない 

パターンA（推奨案）：モミジ保全＋寺ケ池までの視線高さ周辺の枝葉剪定 パターンC：寺ケ池までの樹木を全て伐採 

パターンB：モミジ伐採＋寺ケ池までの視線高さ周辺の枝葉剪定 

⇒シンプルな寺ケ池の景観にモミジが彩りを与える添景となる 

⇒寺ケ池への眺望が確保できたが、季節感に乏しい 

⇒寺ケ池への見通しは格段としてよくなるが、やや単調な印象である 
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眺望場2 

現況：寺ケ池がほとんど見えない 

パターンA：寺ケ池までの視線高さ周辺の枝葉剪定＋低木剪定（H=1100mm） 

パターンB（推奨案）：寺ケ池までの視線高さ周辺の枝葉剪定＋低木伐採 

⇒柵を通して木々の隙間から寺ケ池を望むシークエンスを提供できる 

⇒わずかに寺ケ池が眺められるが、まだほとんど眺められない 
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現況：寺ケ池があまり見えない 

パターンA（推奨案）：寺ケ池までの視線高さ周辺の枝葉を剪定 

眺望場4 

⇒木々の隙間から寺ケ池を眺めることができる 
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現況：寺ケ池が見えない 

パターンA：低木（園路西側）高さを1100mmに剪定 

パターンB（推奨案）：低木（園路西側）を伐採し、転落防止柵（H=1100mm）を設置 

眺望場6 

⇒木々の隙間から寺ケ池を望むシークエンスを提供できる 

⇒まだ寺ケ池が見えない 
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→ 四季の広場における詳細な植栽計画は、次章【四季の広場周辺基本設計】において整理する。 
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2． 四季の広場周辺基本設計 
２.1 ゾーニングについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼各ゾーニングの機能 

にぎわいゾーン 

・地域住⺠の休憩、交流スペース 
・イベントのメイン開催場所 
・ボール等を⽤いた⾃由な遊び場 
・⾬天時や天候の急変にも対応できる 
屋根施設 

わんぱくゾーン 
・既存地形の⾼低差を活かし、年齢別で

遊べる遊具を設置した遊び場 
・⽔遊びができるスペース 

みはらしゾーン 
・かしの⽊⼭の頂上から四季の広場周辺

や周辺の景⾊を眺めることができるス
ペース 

ゆったりゾーン 
・公園の散歩ルートとして⽊陰や花々の

季節を楽しめるスペース 
・イベントのサブ開催場所 

かんりゾーン ・⼀般利⽤者、関係者⽤の駐⾞場 
・管理事務所 

■第1回検討会（2025年12月18日開催）の振り返り 

 前回の検討会では四季の広場における空間ゾーニングを検討した。 
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２.2 市⺠意向調査（WS・社会実験）について 
 
 

  

■WSの振り返りと検討への反映 

 全5回のワークショップの結果を項目ごとに整理し、基本設計の検討への反映事項を整理した。 

過年度成果のアンケートも踏まえて 
整備イメージ・導⼊施設を検討 

第１回検討委員会 
（2025.12.18） 
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２.３基本設計図について 

 
 

 

  

■基本設計図の作成 

 検討をもとに基本設計図の作成を行った。 

芝⽣広場 
斜⾯遊具 

⽔遊び場 

遊具広場 

ミモザのプロムナード 

舗装広場 

⼤屋根広場 

寺ケ池テラス 

駐⾞場 

管理事務所 

かしの⽊⼭テラス 

⽊陰のさんぽみち 

ビオトープ 

Ａ 

Ａʼ 

わんぱくゾーン 

にぎわいゾーン 

ゆったりゾーン 

かんりゾーン 

みはらしゾーン 

※本案は現時点での案であり、今後変更される可能性があります。 



18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■横断面図の作成 

 横断面図より地形変化について検討した。 

Ａ 

Ａ 

Ａʼ 

Ａʼ 

かしの⽊⼭ ⻄の流れ 植栽帯 舗装広場 植栽帯 

かしの⽊⼭･斜⾯遊具 ⽔遊び場 遊具広場 園
路 植

栽
帯 

園
路 園

路 植
栽
帯 

舗装広場 

舗装広場と⻄の流れの間にある地形の起伏や植栽帯を解消し、 

舗装広場から遊具広場やかしの⽊⼭までつながる連続した空間構成とする。 

整備前 

整備後 

空間のつながりが希薄 

連続した空間 
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２.４各ゾーンの設計⽅針について 
 

 

 

◆にぎわいゾーン 

 

 

 

 

 

 

  

■各ゾーンにおける設計方針と施設配置検討 

 各ゾーンにおいて、設計方針をもとに施設配置の検討を行った。 

⼤屋根 

⼈⼯芝広場 

眺望デッキ 

モニュメントサイン 

ロングベンチ 
ミモザのプロムナード 

芝⽣の斜⾯ 

※本案は現時点での案であり、今後変更される可能性があります。 
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◆わんぱくゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

斜⾯複合遊具 

すべり台 

複合遊具 
回転遊具 

ジャングル遊具 

築⼭ 

噴⽔ 

⽔盤 

トイレ 

ロックガーデン 
（ビオトープ） 

芝⽣広場 

※本案は現時点での案であり、今後変更される可能性があります。 
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◆みはらしゾーン・ゆったりゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

  

テーブルベンチ 

トイレ 

テーブルベンチ 

テーブルベンチ 

サークルベンチ 

※本案は現時点での案であり、今後変更される可能性があります。 
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◆かんりゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

駐⾞場 

駐輪場 

管理事務所 

※本案は現時点での案であり、今後変更される可能性があります。 
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２.５植栽計画について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

芝⽣広場 

遊具広場 

駐⾞場 

ビオトープ 

⽔遊び場 

斜⾯遊具 

テラス 

テラス 

テラス 管理事務所 

舗装広場 

⼤屋根広場 

テラス 

さんぽみち 
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２.６利⽤イメージについて 
 

 ■利用者層を想定した計画 

 様々な利用者層を想定して検討を行った。 
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